
橘寺

境内遠景
所在地 奈良県高市郡明日香村大字橘
位置 北緯34度28分12秒

東経135度49分5秒
山号 仏頭山
宗派 天台宗
本尊 聖徳太子
開基 （伝）聖徳太子
正式名 仏頭山上宮皇院菩提寺
別称 橘寺
札所等 新西国三十三箇所第10番

聖徳太子霊跡第8番
法人番号 9150005005070 

(https://www.houjin-
bangou.nta.go.jp/henkorireki-
johoto.html?
selHouzinNo=9150005005070)

橘寺

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

橘寺（たちばなでら）は、奈良県高市郡明日香村にある

天台宗の寺院。正式には「仏頭山上宮皇院菩提寺」と称

し、本尊は聖徳太子・如意輪観音。橘寺という名は、垂

仁天皇の命により不老不死の果物を取りに行った田道間

守が持ち帰った橘の実を植えたことに由来する。新西国

三十三箇所第10番札所。
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橘寺の付近には聖徳太子が誕生したとされる場所があ

り、寺院は聖徳太子建立七大寺の1つとされている。太子

が父用明天皇の別宮を寺に改めたのが始まりと伝わる。

史実としては、橘寺の創建年代は不明で、『日本書紀』

天武天皇9年（680年）4月条に、「橘寺尼房失火、以焚十

房」（橘寺の尼房で火災があり、十房を焼いた）とあるのが

文献上の初見である[1]。

考古学的には、当寺出土の古瓦のうち、創建瓦とみられる複

弁蓮華文軒丸瓦は7世紀第I四半期に位置付けられ、当寺の創

建はこの頃とみられる。ただし、この時期の瓦の出土は少な

く、本格的な造営が行われたのは7世紀半ば以降とみられ

る。橘寺の北側には官寺の川原寺が位置するが、橘寺出土瓦

に川原寺創建瓦との同笵品がみられること、川原寺の伽藍中

座標: 北緯34度28分12秒 東経135度49分5秒
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軸線が橘寺北門の中軸線と一致することなどから、僧寺（男

僧の寺）である川原寺に対する尼寺として橘寺が建立された

とする説もある（前述の『書紀』の「尼房」という記載か

ら、当時の橘寺は尼寺であったことがわかる）[2]。

発掘調査の結果、当初の建物は、東を正面として、中門、

塔、金堂、講堂が東西に一直線に並ぶ、四天王寺式または山

田寺式の伽藍配置だったことが判明している。発掘調査によ

り、講堂跡の手前に石列が検出されたことから、回廊が金堂

と講堂の間で閉じていた（講堂は回廊外に所在した）可能性

があり、その場合は山田寺式伽藍配置となる。ただし、検出

された石列の長さが短いことと、石列と講堂跡とが接近して

いることから、講堂の手前を回廊が通っていたか否かは明確でない[3]。

皇族・貴族の庇護を受けて栄えた橘寺であったが、平安時代後期の久安4

年（1148年）に五重塔が雷で焼失する。しかし、文治年間（1185年－

1189年）には三重塔として再建される。

室町時代後期の永正3年（1506年）、室町幕府管領細川政元の家臣赤沢朝

経による多武峰妙楽寺攻めの際に橘寺の僧が赤沢軍に与したため、多武

峰の衆徒によって全山焼き討ちされ、以降衰退していった。

それでも聖徳太子ゆかりの寺としての寺基は保ち続け、元治元年（1864

年）には本堂として太子堂が再建された。

本堂（太子堂）
元治元年（1864年）に再建された建物で、本尊として聖徳太子坐像が安置されてい
る。

観音堂
如意輪観音坐像が安置されている。

二面石
境内にある高さ約1mほどの石造物で、左右に善相と悪相が彫られており、人の心の二
面性を表現しているという。

五重塔跡
落雷で焼失。塔心礎（心柱の礎石）が僅かに往時を偲ばせる。心礎の柱孔は円柱の周囲
三方に添柱を付した形のものである。

新西国三十三箇所
9 飛鳥寺　--　10 橘寺　--　11 當麻寺

聖徳太子霊跡
7 世尊寺　--　8 橘寺　--　9 定林寺

観音堂

二面石

伽藍

札所
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◾ 木造日羅立像

◾ 木造聖徳太子坐像－聖徳太子35歳の像。室町時代の永正12年（1515年）、椿井舜慶作。

◾ 木造如意輪観音坐像

◾ 木造地蔵菩薩立像

◾ 絹本著色太子絵伝 8幅

◾ 鼉太鼓縁[4]

◾ 石灯籠

◾ 橘寺境内 - 現境内と南側の仏頭山を含んで指定。

◾ 拝観時間 9:00～17:00

◾ 拝観料 350円

◾ 聖倉殿（宝物館）の公開は春・秋の特定期間のみ。

1. ^ 黒崎直『飛鳥の宮と寺』（日本史リブレット17）、山川
出版社、2007、pp.78 - 81 

2. ^ 森郁夫『一瓦一説』（淡交社、2014）、pp.105 - 107 
3. ^ 『図説日本の史跡 第5巻 古代2』、同朋舎出版、

1991、p.199 
4. ^ 「鼉」（だ）は、「口」を横に2つ並べ、その下に「田」「一」「黽」。 

◾ 日本の寺院一覧

◾ 飛鳥光の回廊

◾ 日本の寺の画像一覧

◾ 田道間守

◾ 常世の国

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=橘寺&oldid=72864202」から取得
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最終更新 2019年5月24日 (金) 15:38 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用され
る場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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